
陳情第 6号 

 

熊本地震発生後の川内原発に関する陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 2016 年 4 月 16 日のマグニチュード 7.3 の熊本地震に続いて、10年後の今年 7月 28 日にマグニ

チュード 7.1 の令和 8年熊本地震が発生しました。震源は川内原発に約 30 キロ近づきました。 

 今回はマグニチュードが0.2小さいにも関わらず、川内原発の岩盤上の揺れは8.6ガルから22.9

ガルへ 2.66 倍も大きくなりました。 

マグニチュードが 1 小さくなると地震のエネルギーが 32 分の 1 に小さくなります。0.2 小さく

なるということは約 0.5 倍に小さくなることです。 

 2016 年の 0.5 倍の小さな地震でしたが、震源が 30 キロ近づいたら、2.66 倍も揺れたのです。 

 そして、南に続く八代海の割れ残り活断層が動く可能性が懸念されています。さらに震源が近づ

いたら川内原発の揺れはどうなるのでしょうか。 

 また、政府の地震調査研究推進本部は、鹿児島県内にマグニチュード 7クラスの地震を起こす可

能性のある 3つの活断層帯があるとしています。また、未知の活断層が動く可能性もあります。 

 運転開始から 40 年を超えた川内原発が、熊本地震によりどのような影響が発生しているのか、

運転を停止しなければ状態を確認できない施設、機器配管があるはずです。 

以上に基づき、下記事項を陳情します。 

 

記 

 

1. 九州電力に対して、川内原発を止め、運転開始から 40 年を超えた川内原発が、令和 8 年熊本地震

によりどのような影響が発生しているのか、確認を求めること。 
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